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大マゼラン雲に存在する 30 Doradus複合領域は大質量星形成領域であり、中心の大質量星団 R136の周囲に
は、星間ガスに囲まれた複数のスーパーバブルが見つかっている。それぞれのバブルの内部はX線プラズマで満
たされている。これらは星風や超新星爆発で形成されたと考えられている。30 Doradusからはガンマ線も観測さ
れており、宇宙線の加速現場である可能性が高い (Abdo et al, 2010, A&A, 512, A7)。我々はすざくによる観測
データを用いて、R136の西側にあるバブルの縁に、広がった中性鉄輝線放射の兆候を発見した (2019年秋季年
会)。中性鉄輝線放射は、分子雲と相関があった。すなわち、X線か低エネルギー宇宙線が分子雲に当たって中性
鉄輝線が出ていると考えられる。中性鉄輝線の光度を説明できるほど明るいX線天体が存在しないため、宇宙線
起源の可能性が高い。低エネルギー宇宙線は拡散しにくいため、中性鉄輝線放射の近傍で加速されているはずで
ある。すなわちバブルを作り出した星風または超新星爆発の残骸が加速源である可能性が高い。そこで我々はバ
ブルの中を満たすX線プラズマの性質も調査した。これらの結果に基づき、低エネルギー宇宙線の起源について
議論を行う。


